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　color 　terms 　are 　mostly　 bimorphemic 　or　trimorphemic 　terms 　in 　which 　 names 　of 　animals ，　plan

， minerals，　etc．，　are 　used　to　help　denote 　colors 　of 　objects ．　Color　terms 　o仕his 　sort　are　found　in　the 　Chinese 　langu
eas 　well　as　in　the 　Japanese 　language ．　Ourconceptions 　of 　animals ，　plants ，　minerals，　etc．，whose　names　are　cited

inthese 電erms 　can　help 　us 　imagine　what 　colors 　they　refer　to ，　which　is　one　of　their 　most 　noteworthy 　featu

s ． However，　since 　conceptions 　of　objects 　can　differ 　 from 　culture 　to　culture，　it　is　predictable　that
，　in 　some 　case

@atIeast ，　equivalent 　 conventional 　color 　terms ，　i．e ．，those 　named　after　the 　same 　object，　will 　evoke 　significantly　diH

entcolors 　in　different 　cultures ．　 To　empirica目y　test　this　prediction ，　we 　conducted 　a　
cross

− cultural 　investigati

　ofJapanese 　and　Chinese 　conventional 　color　terms　and　salient 　colors　they 　evoke　in 　 Osaka ，　Beijing ，　and　Shangha

D　lnthis 　paper ，　we　will 　present　the 　results 　of　our 　investigation，　and　analyze 　them 　in 　terms　of　linguistics 　and 「r

　thevantage 　point 　of　what 　 information 　color　terms 　can 　convey ．　To 　be 　more　explicit，　we　will 　examine 　the 　
u

ges， linguistic 　structures ，　recognizability，　and　 information −conveying　capac｝ty　of 　Japanese 　and　Chinese 　conven

onaIcolor 　terms　in　an　interdiscip【inary 　and 　comparative 　way ，　and　explicate 　how 　conceptions　of 　oblects 　

fectinterpretations　of 　conventional　color　

rms ． Keywords ： conventional　color　terms ， 　linguistic 　structures ，　recognizability，　 information −conveying　cap

ity ， 　　 　　　comparison　of 　Japan 　and

Chi
要　旨 　慣

用
色名

は
、動物 ・植 物・鉱物な ど の呼び名を使って物体 色を表す色名であ り、 その 多 くは 2 つ

るいはそ れ以 上 の 形 態素か ら なっている。このような 色 名 は、 日本語の み ならず、中国 語に も 存在 し、 い ず

の言語に おいて も、動物・植物・鉱物などの 認 識が慣用色名によって表される物体色 を 理解 す るのに役立 てら

ている。しかし、 物 体 の認識 は 文化によって異な る こ とがあ る。した がって、 少 なく と も あ る 場合に は、同じ

のに由来す る等価な 慣用 色名 で も、そこから思い 浮か べら れる色が文 化によって 著しく異なることが考えら

る。この 考えの妥当性 を検 証
す
るた

め
、筆 者らは 、 大阪・北 京・上海 に おいて、日本語と 中国語の慣用 色名

、それら が 表す色の比 較 調 査を行った．本 論 文において 、私たちは、その結 果を提示し、言 語 学 的 角度から

また、色名はど の ような色 を伝達するかと い う 観点から、それ を分析する。より具 体的に述べれば、日中慣

色名の用法、言語構 造、認知 度、お よ び伝達能力を、学際的手法によって比較考察し、慣用色名が表 す色の認

にも のの認識がどのような影

を及ぼ すかを明らかにする。 キーワード：慣用色名、言

構造 、認知 度、伝達 能力、日中比較 ［− 317
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1．は じめ に

　日本工業規格 （JIS　Z8102 ：2001 ）の 「物体色の

色名」に よ れ ば
11
、慣用色名は 「慣用 的な呼び方で 表

した色名」と定義されて いる。この 「慣用的な呼び方」

には、主と して 動物
・
植 物

・
鉱物 や目然現 象など を

表 す 名詞が用 い ら R て い る
き L1］

。他方 、中国 の 国 家標

準 （GB ）に 「慣用色名」と い う規定は な い 。しか し、

1957 年に中国科学院で編 集された 「色譜」には、Eヨ

本 の 慣 用 色名 に 似た性格 を持 つ 中国 の 色名 が収集 さ

れて い る。それ らの 色名は、合計 625 個あ り、日本

の 1貫用 色名 と同じく動物や植物な どに由来する
II貫用

的な 呼び方で表 され ている。本研究で扱 う中国の慣

用色名 は 、こ の 「色譜1をも と に 日本の カ ラ
ー

プ ラ ン

ニ ン グセ ン タ
ー

が 1979 年に編集 した II中国色名綜覧』

か ら選定 したものである
；：F
’1　F

。

　慣用色名は、色名が由来するもの 、すなわち、動

物 ・植物 ・鉱 物や 自然 現象な どが、いわ ば 「参照点」

と な っ て 色やイメ ージを運想させるため
注 13〕 L ／

、その

ものの認識が助けにな っ て、親しまれ やすく、色を効

果 的 に 伝達 で きる 場合が ある 。しか し、そ の 反面 、

色名が由来するものの認識 （も しくは認識の偏り）に

制約 され，認知 度が低 く、色を効果的 に 伝達 で き な

い こ とも同様 にあ りうる 。さ らに言えば、動物
・植

物 ・鉱物や自然現象な どが人 々の生活およ び文化 と

深 く関 わ るため、同 じ も の に 由来す る慣用色 名 で も 、

国や地 域によ っ て 、使われ方 が異 な り、また 、そ こ

か ら思 い 浮かべ られる色が異なる こ とが考え られる。

　本論文では、同 じ物体名に由来する 日本と中国の

慣用色 名を考察対象と し、両 国で行 っ た調査の結果

を踏 まえ、まず、言語学的角度 か ら、物体色を表す

言語表現 の 特徴、そ の 表現 における慣用色名の使わ

れ 方、および調査 に用い た慣用色 名の 言語構造 を論

じる 。 次 に 、慣 用色名 の 認知度 を 考察し、そ れ に影

響を及ぼす要因 として、色名の言語構造や生活文化の

特徴な どを挙げる 。 さ ら に 、色名の 伝達能力 と い う

観点か ら、同 じ物体名に 由来す る色名 の 代表色 を 中

心 に 、價用色名 か ら思 い 浮 かべ られた色を比較 する 。

最後に、日本 と中国では、同じ物体名に由来する
II

貫

用色名の基準色 に差があることを示す 。

2．調査

　調査は 、主に下記 の 2つ の問題を解明するために実

施した 。

　  　日中両国にお いて、物体色 はどのよ う に表現

［二二二 二 ＿L 二二二二＝：
．

　 二 ］ 318

　 　されるか。

  　同 じ物体名に由来する慣用色名は、日中両 国

　 　にお い て どの 程 度知 られて いるか。また、そ

　　れらは、どの ような色をそれぞ れの国にお い

　　て伝達す る か 。

　調査に用 いた物体名と色名は、両国 とも 25 個であ

り、下 に 示すと お りで あ る。

調査 に用いた物体名 （日本／ 中国　各25 個）

1 肌／肉 （人的肌 朕）　 2．ネ
ー

ル／指甲　3．ワ イ

ン ／ 葡萄酒　4 ．チ ョ コ レート／巧克力　5 芥子／ 芥

宋 　6 、茶／茶 　7 ス レ
ー

ト／ 石 板　8．れんが （煉

瓦）／火硅 　 9 土 ／ 土　 ］0 空 ／ 天 空　 11 ．りん

ご／ 苹 果　 12 桃／桃子　 13 ．柿／ 柿子　 14，オ レ

ン ジ
／

橘子　 15 ．ス トロ ベ リ
ー

／草莓 　 16 ．レ モ

ン ／ 杼檬　 ］7 栗／ 栗子 　 18 ．なす （茄子）／茄子

19，オリ
ーブ／橄欖 　20 ．ばら （薔薇）／ 政瑰　21 ．

ひまわり（向日葵）／ 向日癸　22 ．桜／ 櫻花 　23 牡

丹／牡丹　24 ．草／ 草　25 ．チ ェ リ
ー

／櫻桃

調査 に 用 い た 色 名 （日本 ／ 中国　各25 個）

］ 肌色／ 肉色　2．ネール ピン ク／ 指甲虹　 3 ，ワ イ

ン レ ッ ド／ 葡萄 酒紅 　 4 ．チ ョ コ レート／ 巧克力棕

5 芥子色 ／ 芥黄 　6 、茶色 ／ 茶褐　7 、ス レ
ー

トグレ

イ ／ 石 板灰 　 8．れ んが （煉瓦）色 ／ 火硅鉦　 9 土

色 ／ 土黄 　 10 空色 ／ 天 1　 1 ］ ア ッ プ ル グリー

ン ／苹果緑 　 12 桃 色／ 桃紅 　 13 ．柿色／ 柿紅

14 ，オレ ン ジ ／ 橘橙 　 15 、ス トロ ベ リ
ー

／ 草莓紅

16 　レ モ ン イ エ ロ
ー

／ 杆 檬 黄　 17 ．栗 色／栗 棕

18．なす （茄子）紺 ／茄皮紫　 19、オリ
ーブ／橄欖録

20 ［まら （薔薇）色／ 攷瑰鉦 　 2 ］、ひ ま わ り（向日葵）

色 ／ 向 El葵黄 　22 ．桜色／ 櫻 花鉦 　 23 ．牡丹色／牡

丹粉鉦　 24 ．草色／草緑　 25 、チ ェ リ
ー

ピ ン ク／ 櫻

桃鉦

　上述 した色名 （各 25 個）は 、「物体色の 色名」に 規定

された 日本の
II
貫用色名 （269 個）と 『中国色名綜覧』に

記載された中国の慣用色名 （625 個）の 中から選んだ。

選定基準は、同 じ物体名に由来する こ と
’i」4』

、およ び、

それ らの物体名が生 活の中で熟知 されていることの 2

つ で ある。色名が 由来 する物体名が生活の 中で熟知

されているかどうかを判定する際に は 、名取 ・近江 の

「熟知対象il刎 をある程度参考に した
／1 ：L’141ib ’

。「調査
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に用いた物体名」とは、いま述 べ た 2 条件を満たす色

名が由来する物体名 （各25 個）にほかな らない。

　被験者には、下に述べ る 2 つ の作業を面 談 の 形 で 依

頼 した 。

　  提示 した25 個の 物体名に つ いて、それ ぞれか

　　　ら思い浮か べ た 色をで きるだけ忠実に 言 葉で

　　 表現 して 回答欄 に記入する こ と 。 （ただ し、単

　　　に当該物体名 に 「色」を付け加え るだけの 表現、

　　 例えば 、「薔薇」に対 して 「薔薇色」などの 表現

　　 は避けるよう要求 した。）

　  提示 した 25 個 の慣用色名 に つ い て 、まず知 っ

　　 ている かどうかを答えたあと、各色名か ら思

　　 い 浮 か べ た 色 に最も近 い と思わ れ る色 をカラ

　　
ー

カ
ー

ドの中から 1つ 選び、その番号を 回 答 用

　　 紙 に記入する こ と。

　調査に用いた カラ
ー

カード（22 ．5x35mm 、］96

枚 ）は、前述 した色名 （両国とも 25 個）に対応する基

準色 を含む 196 色 （有彩色 185 色、無彩色 11色）で

あ り、できる限 り満遍なくマ ン セル色立体 の中か ら

選んだ 。 そのカラ
ー

カ
ー

ドを 7枚の台紙 （N8 ，375 ×

525mm ）に分け て 貼 り付け、被験者に提示 した。調

査時には、蛍光灯と 自然光を併用 した。

　調査 は 、2003 年 9月か ら τ1月に か けて、大阪 （大

阪市立大学 ・帝塚山学院）
・
北京 （北京外国語大学 ・

北京広播学 院）
・
上海 （上海外国語大学）で大学生を対

象に実施 した。有効調 査 数 は、日本が 135 名 （男性

23 名、女性 112 名）、中国が 100 名 （男性32 名、女

性 68 名 ）で あ っ た 。 被験者の専 攻 は、主に生活科

学
・
言語学 ・映画お よびテ レビ番組制作な どである。

い ずれの 国においても色彩学を専攻する者はいなか

っ た。

表現 の結果か ら分か っ た。「空」か ら思 い 浮 かべ た色

を表現 した言葉を見ると、日本では 「澄み渡 っ た水色」

と表現す る人もいれば 「白くかすんだ青色」と表現す

る人も い る。同様 に、中国 で は 「淡醢 」（うす い青）の

ように短 く回答する人もいれば、修飾語を つ け て 「近

乎透明的薀色」（透明 に近 い青）と回答する人も い る 。

物体色 を表す こ のよ うな言 語表現 を 分析す ると、「修

飾語 ＋ 基本語」とい う形がまず抽出された 。 したが っ

て 、第 ］段階で は 、被験者の言語表現を2つ の要素に

分けた 。 例えば、「空」の色に関する表現が 「澄み渡 っ

た水色」で あ る場合、それ を 「澄み 渡 っ た」と 「水色」

に分け 、前者を 「修飾語」、後者を 「基本語」とした。

結果的に 、これは、「修飾語 ＋ 基本色名」と い うJISの

系統色名の表示法に似たもの にな っ たが、「基本色名」

とい う語は使えなか っ た。基本色名に対応す る部分

に慣用色名 なども用 い られ て い たためである。本研

究において は、 1つ の表現全体をまず 「修飾語」と 「基

本語」に分け、そのうえ で 、両者を さ ら に 細か く分け

る ことに した。

a ．基本語の分類結果

　基本語を、1）基本色名
注
．
剴
、2）慣用色名、お よび、

3 ）基本色名に も 慣 用色名にも属さない 「その他」に分

けた。その結果は、図 1と図2 に示すとお D で ある。

63．6％

35．6％

0．8％

　　 　　基本色名　　　　慣 用色名

図 1　基本語 の 分類結果 （日本）

その 他

3，結果および考察

3．1 言語学的考察

　本節では、25 個の物体名から思い浮か べ た色を被

験者 が言 葉 で 表現 した結果 を、言語学的角度か ら考

察す る。特に、物体色 を表 す言語表現 の 特徴 、色名

の使われ方、および、「1賀用色名の言語構造につ い て

論 じ る。

60、7％

　　　　　　　　　　　　 22．6％
16．7％

　　　　基本色名　　　　慣用色名

図2 　基本 語 の 分 類 結果 （中国）

その他

3．1．1 物体色表現の言語構 造　　　　　　　　　　　　　　　図 1と図2 から分かるよ うに、基本 語 の 中 で 最 も 多

　同 じ物体名 でもそ こ か ら思い 浮かべ られた色 およ　　 い の は基本色名であ り、両国共に基本語全体 の 600／o
びその色の表 し方が人によ っ て多少違 うこ とが物体色　　　以上 を占めた。慣用色名が使用され た割合は、日本
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で は 35 ．60／o で あるの に対し中国 で は ］6．70／oであ っ

た。他方、「その 他」の基 本 語は 、日本で はわず か

0 ．80／o で あるの に対 し中国で は 22 ．60／o も使わ れた 。

こ れ らの 結果 か ら、日中両国 に お い て 、物体色を表

現する際の色名の使わ れ方 が違うこ とが明らか にな

っ た。より詳 しく述 べ れ ば、基 本色名 の 使用頻度 が

類似 して い る
一

方 で 、11

質用色名の 使用率 には大 きな

違いがある こ と が明らかにな っ た 。

　日本と中国で見 られた基本色名の 高 い 使用 頻度 は 、

物体色を表現す る際の基本色名の 実用性を示 して い

ると言えよ う 。 日本工 業規格と中 国国 冢標準で 規定

されて い る 基本色名 はほ ぼ対応 して お り
C’　’／
、それ ぞ れ

次 に示すとお りで ある。

日本の基本色名 （JIS　Z8 　1　02 ：2001 「物体色の色名」

に よる）：

有彩色 （10 色）赤
・
黄 赤

・黄 黄緑 緑 青 緑
・

　　　　　　 青 ・青紫
・紫 ・赤紫

無彩色 （3色）　 Eヨ・
灰色 ・黒

中国の 基本色 名 （GBIT 　15608 − 1995 「中国顔色

体系」による）：

有彩色 （10 色）鉦
・
紅 黄

・黄 ・黄録 ・緑 ・緑 監

　　　　　　　 薀 ・醢紫 ・紫 ・
紫紅

無彩色 （3色）　 白色
・
灰色 ・黒色

　一
方、中 国 の 慣用色名 は、数に お い て は日本の 3倍

以上あるにもかかわ らず 、その使用率は日本の 2分の

1にも達 して い な い 。「色譜』に 収録 さ れ た 中国 の 色名

の 普遍性につ い て考察す る 必要もあ ろうが、］957

年に収録されて 久しいため 、色名が実生活とか け離

れ て い る こ と が推測される 。こ の こ と は、基本色名

にも慣用色名にも属さない 「その他」の基本語 が、日

本 に比 べ て中国 で は多く使 われた こ ととも符合する 。

慣用 色名 の 使用 率が低い
一

方で、「その他」の基本語

が多 く使われた とい う事 実は、新たな色名 を定める

ための調査が必要 で は芯 い かと考え さ せ る。

　使 わ れ た 「その 他」の基本語は、日本 が 18語であり、

中国が 86 語である 。 それ らは 2種類に大きくに分 け

られる。］つ は、基本色名ま たはそれ に近い色彩語彙

を組み合わ せたもの で あ oll171、もう］つ は、慣 用色

名に類似 したものであ る。よ り具体的 に示 すと、次

のよ うに なる。

L 1320

日本の 「その他」の基本語 （合計 18語）：

　  　基本色 名また はそれ に 近い 色彩語 彙を新 た に

　　 組 み 合わせたもの （　≡五1　 ロ ロ ）

　　 黒紫色

　  　債用色名に類似 した も の G7 語）

　　 赤褐色 L 赤ピ ン ク、赤 ワイ ン 、オ
ー

クル、黄金

　　 色、きつ ね色、黄橙、ク リ
ーム 色 、黒 こ げ茶、

　　 雑草色 、芝 色 、白ピ ン ク、炭、茶赤、茶褐色

　　　乳Eヨ色 、葡萄色

中国 の 「そ の 他」の基本語 （合計86 語）

　  　基本 色名ま た はそれ に近 い 色彩 語彙を新 たに

　　　組み合わぜたも の （19 語）

　　　紅 緑 色 ，紅紫色，鉦 臼色 ，紅 灰色 ，紅 黒色，

　　　黄 紅 色 ，録 黄色 ．薀 灰色 、紫 黒色 、灰黄 ，

　　　黒録色 ，黒紫色 ，青黒色 ，青日色 ，灰 青色 ，

　　　黒青色，青緑 色 ，青黄 ，録青色

　  　慣用色名に類似 したもの （67語 ）

　　　粉色，粉藍 ，水粉 ．米色 ．米 白 ．棕 ．棕黄 ，

　　　棕 褐 ，棕黒．棕土色 ．金棕 ，虹 棕色 ，黄棕 ．

　　　黄褐色 ，黄 白色 ，乳黄色，枯黄 ，泥黄 、蛋黄

　　　色 、鵝黄 ，菊 黄 ，黄 澄 色 ，肉白 、肉 粉 色 ，

　　　肉紅 色 ，酒虹 ，醤 鉦 1 棕 鉦 ，墨緑 ，舞 鉦 1

　　　土色 1 泥土色 ，紅 土 色 ，土紅 ，土棕 ，妨臼 ，

　　　烟灰色 ，土灰色 ，桔 鉦 ，桔色 ．橘鉦色、橘黄

　　　色、橙色 ，橙黄 ，橙鉦 ，墨 鉦 色 、墨 黒色 ，乳

　　　黒色 ．灰珈 腓色 湛薀 ，碧 藍 ．蒼白 ，紅 木

　　　色 ，鉦楮色 ．血紅 ，葡萄鉦 ，西洋虹 色，火虹 ，

　　　沓鉦 ，杏色 ．茄色 ，褐棕色 　褐 色 、褐 録 色 ，

　　　草青色，瓷臼，十奇色

b．修飾語の 分類結果

　修飾語の 部分は次の手順で分類した。（D 色の三属

性、すなわち 、色相 ・明度
・
彩度 に関す る表現を選

び出す 。 （2）色の三属性 に属さな い もの の 中か ら感覚

に関する表現 を 抽出 し、さ らにそれを 「視覚」
・

「聴

覚」・「触覚」
・「嗅 覚」・ 「味覚」の 5つ に分け る 。

（3）色の三属性にも感覚にも属 さ な い も の を 「程度」

に関する表現とそ うで ない ものに分ける 。 （4 ）前述し

た （1）一（3 ）のいず れにも属 さない 表現を 「その他」

とする。なお、 1つ の 物体色に対 して複数の意味上独

立 し た 修飾語が用 い られた場合には、そ れ らを複数

の修飾語 と 計算 して 分類 した 。 分類の結果 は、図 3 と

図4 に示すとお り で あ る 。

一
　　　

．
　　　　　　　　　　　　

一
　

一一
「
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　 　 　 色 視 聴 触 嗅 味 程

　 　 　 の 　　覚 　　覚 　　 覚 　　覚 　 　 覚 　　度

　 　 　 三 　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　表

　 　 　 属　　　　　　　　　　　　　　　　　現

　 　 　 性 　　　　　　　　　　　　　　　　　等

図 3　修飾語 の 分類結果 （日本）

そ

の

他

　 　 　 色 視 聴 触 嗅 味 程

　 　 　 の 　　覚 　　覚 　 　覚 　　 覚 　　党 　　度

　 　 　 三 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表

　 　 　 属 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現

　 　 　 性 　　　　　　　　　　　　　　　　　等

図4 　修飾語 の分類結果 （中国）

そ

の

他

　図 3と図4 が示すよ うに、修飾語の使われ方は、両

国 で か な り類似 して お り、特に色の 三 属性に関 する

表現 はいずれ も700／o 以上用 い ら れて い る。こ の結果

か ら、色相 ・明度 ・彩度と い う色 の三属 性の認識 が

似 て い る こ と が伺える 。 両国の 「その 他」の 修飾語 に

は、次のような回答例が見 られた e

日本 落ち 着い た 、日本的な 、秋の 、渋み の あ る、

　　 心 が癒 され る よ うな、やさ しい 、か わ い い 、

　　 さわやかな、はつ らつ した、力強い

中国 ：有活力的 （活気 の ある）舒服的 （心地よ い ），漂

　　 亮的 （綺麗な），温和的 （温和な），深況的 （感情

　　　を表 に出 さな い 、意味あ りげな），清 新的 （清

　　 新な），生 訪的 （生き生ぎ と した），端庄的 （き

　　 ちん と して 引き 締 ま っ た ），典 雅的 （典雅 な），

　　 高貴的 （気高い ）

3．1．2 慣用色名の言語構造

、複数の形態素からなる 日中両国の慣用色名を比べ

ると、中国の
ll

賀用色名は基本的に 「政瑰鉦」のよ うに、

「物体名＋基本色名」とい う言語構造を持つ こ とが分

かる 。

一方、日本の慣用色名は、外来語の 場合、「物

体名＋ 基 本色彩語」の形を持つ 傾向があ げ
≠ 匚8］7）

、和

語の場合、「薔薇色」の ように 「物体名＋色」と記述さ

れ る の がほとん どで ある。

　 既 に述 べ た よ うに 、慣用色名 は 動物
・
植物

・
鉱 物

や 自然現象な ど の 「慣用的な呼 び方」で 表 され る色

名で あ る 。 「慣用 的な呼び方」が指すも の を認識でき

れば、それを参照点 にして 、色名が表す色をたやすく

イメ
ー

ジ で きるが、逆に、「慣用的な呼び方」が指す

匂りを知らない 場合、色名が表す色を簡単に は思 い

浮か べ られない こ とが考えられる 。 しか し、同 じく

も の を想起 で き な い 場合でも、 「物体名＋色」と記述

され る慣用色名よ りも 、「物体名 ＋ 基本色 名」または

「物体名 ＋基本色 彩語」の 構造を持 つ 慣用色名か らの

ほ うが、色 名 が表 す 色が推 測 しや す い と思わ れる 。

色名表現に含まれている 「基本色 名」または 「基本色彩

語」が色 に関わ る情報を提供 して くれるか らで ある e

例えば、「ス レート」と い うものを知 らな くて も 、慣用

色名 「ス レ
ー

トグ レイ」が与え られたな ら、「グレイ」

という基 本色彩語がそ こに含まれて いるため、その

色名が表す色の見 当を つ ける こ とが で き る で あ ろ う 。

こ のことは、次節で扱う色名の 認知度とも関わ っ てく

る 。

3．2 慣用色名の認知度

　提示 した 25 個 の 慣用色名を 知 っ て い るか どうかに

関する回答結果か ら、色名が知 られ て いる比率を算

出した 。 各色名の認知度は、こ こ で は、色名が知 ら

れている比率によ っ て 示される 。 50 ％以上 の 被験者

が知 っ て い る色名は、日本が 18 個で あ り、中国が

21 個である。比率が高い順に、それ らの色名 を大 ま

かに 1000／o −−800／o、8096 未満〜60 ％、60 ％未満
〜50 ％ と い う3 つ のグル

ー
プ に分けると、表 1のよ

うに な る e 各色名の 後 の 括弧 に あ る数字は 、色 名が

知 られている比率を表す。

　表 1か ら分かるよ うに、全体的には、日本 に比 べ て

中 国の慣用色名は知 られて い る比率 がやや高い 。つ

ま り、中国の慣用色名 は認 知度 の 高い も の がやや多

い 。

　慣用色名は、色名そ のものが 日常生活の中で 実用

され ればされるほ どそ の 認知度が高くな ると思われ

る。色名 の 認 知度 は 、実用性 で決まる ほか、前節で

述 べ た色名の 言語構造 によ っ て も影響され うる 。 日

本の慣用色名が 「物体名＋色」または 「物体名＋基本色

彩語」の形 で あるの に対し、中国の慣用色名 はほ とん

ど 「物体名 ＋ 基本色名」と い う構造を持つ と い うこと

［＝ ニー 321 ［ニニ ＝ ：＝ ：二 二：：＝ 二 」：1
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は 、いくぶん中国の慣用 色名のやや高い 認知度に影

響 して い る で あ ろ う。

　色名が由来するもの の認識も、色名の認知度に関係

する こ と が調査の 結果か ら明 らか に な っ た。梦  の 認

識の違いは、また生活や文化の特徴を反 映する。例

えば、日本の 「芥子色」と「桜色」は、い ずれも知 られ

て い る比率が 88 ％ で あ り、認知度 の 高 い 色 名 で あ る 。

一方、そ れ らに対応する中国語 の色 名 、すな わ ち 、

「芥黄」と「櫻花 鉦」は、知られて い る比率がそれぞれ

260／o と4 ］o／o で あ り、よ り認知度が低い。こ の認 知

度 の 差は、生活や文化の 違 い によ っ て、「芥子」と「桜」

の認識が日中両国 にお い て異なる こ とと関係 して い

る と 思 わ れ る 。日 本 で は、か ら し はよ く食卓 に上 り、

桜は日本 の国花とさ れるほど重要な植物である 。 他

方、中国で は、桜は珍しい植物であ り、からしが
一

緒 に出て くるよ うな料 理 は あ ま D な い 。また、同 じ

「りん ご」に由来する色名 と して、中国語の 「革果録 」

が 880／o の比率で 知 られ て い る の に 対 し て 、日 本 の

「ア ッ プルグリ
ーン」は42L／o とい う低 い 認知度で ある。

こ の 差も、色名が由来するもの の 認識の違いによる

と考え られ る 。 「り ん ご」といえば、中国 で は 、「緑」、

「黄色」、「赤」な どの 色 が思 い浮かべ られるが、日本

では、「グ リ
ー

ン」ではな く、「赤」のイメ
ージが強い

ように思 わ れ る 。そ れ ゆ え、「ア ッ プル グ リーン 」と

表 1　50 ％ 以上の被験者が知っ て い る慣用色名 お よ び

　　 そ の 認 知度

［辭 1

色 日 本 中　国

比率　　 名

桃色（1  0％ ）、オ レ ン ノく幣 （1）8％）．肉 で凶、
ジ 〔100％），肌 色 （97％）．隕 〔97％），攻

（99％｝，茶 色 〔1贈 6）、塊 重⊥ 榔 ％）．卓 緑

ワ イン レ ッ ド（95％ ）．（腿 も），桃江 蜘 ％）．II笠

100％ − 80％
チ ョ コ レ

ー
ト（9〔〕％）、果 緑 （器 ％），朽 檬 葭

〔両国ともll個） 空 色〔膨 ω，芥 子 色 ｛85％）．ll｝亅萄 酒 鉦

（88％），桜 色 （躑 ％｝、（84％ 1．橘憾 84％ ｝，暾

レ モ ン イ エ ロ
ー．

徽 貢8〔脚

（87％）、薔 薇色（呂1％）

柿 色 （76％），栗 色 」映 力棕〔77％ ），火民

（76％），れ ん が 色 2TG5 ％〕，櫻 桃 彡⊥

80％ 未満一60％ G6 ％），1．色 〔76％），（73％ ），牌 ｝江 （72％），

（b体 6 個〆 草色 （65％｝，オ リ
・

茄 皮紫 ｛71％〕．荼褐

中国 9個） フて62％｝ ｛67％ ），向 ［1葵 萸

〔67％｝、彬 ⊥（6聾 6，，衆

棕く61％1

60％ 才之満
．一一5（隅 ス トロ ベ リ

ー（5「脚 石板茨（56％ ）

（両国と も1 御

い う色名を 目に した時、「りんご」と 「グ 1丿
一

ン」の組

み合わせからは、明確な色 をどうしてもイメ
ー

ジで き

ない日本人の被験者が多か っ たのかもしれ な い。

3．3 色名が表す色

　こ こ ま で は 、’1’R用 色 名 の 言 語 構 造やそ の 認知度な

どを考察 し た。で は 、同 じ物 体名に 由来す る日本と

中 国の
II
質用色名は 、ど の よ うな色を伝達す る で あろ

うか。色名か ら 被験者た ち が思 い 浮か べ た色、およ

び、色名につ いて国 の規格協会な どが定 めた色を比

較 してみよ う。

3．3．1 思い 浮かべ られた色

a．色名の代表色

　日本人 の 被験者と中国人の被験者が同じ物体名に

由来す る慣用色名か ら思 い浮か べ た色は、一致する

表2　色名の 代表色の マ ン セ ル 値

色名 Hue 、h1田eChI て｝ma番

レ丿 円本／中1玉1 1レ 中 「ド 中 ］．」L

［ 肌何 肉色 2．5YR2 ．5YR8844

2 ラ・一 レヒ
．
ン ク甘胛 虹 5   R5 ．OR9R66

3 ワ イン レ ノト葡 萄11割 le．（，RP1  ．ORP3388

．4 ・ゴ
ヨ コ レ

．
団
’
院 姉 1、 K ｝．OR1D ．OR44 ｛う 6

5 タ1こ亅

『
飽 韻 7∬Y25Y89t28

6 茶色1肖
．
享褐 10．DR7 ．5、 ・1456

77 ル
ー

トグレ 存 fl
’
孜叛 NN67

8 てLん が色ノ火艮虹 玉0．OR1  ．Ol弋 15 ‘112

9 上色
・
蟲 7．5Yl己 10．〔｝、］え 16G8

10 空色八
1
島 19．OB10 ．OB8844

117 ズ フ，レブリーンハ
．「』
果
．
尿 50GY75GY878 呂

12 椀色ノト1匕雲 50RP11 ，〔，RP7788

且3 柿ω 柿1⊥ 5．〔レYR75 兄 6512li

ll オ レン ン！1縦 デ 5，0、R5 ．ON 股 771212

15 λ ト1．「ベ リー庫 鯉 ⊥ 1．25RL25R44 ユ114

16 レモ ／ 仁 ．ロ ー
宀h檬 黄 5．oY25Y98312

17 栗色／
L
柑 下 75 、

．
R10 ．〔〕R54813

18 茄子紺痂 皮紫 5．DPB7 ．5P2244

19 囲 11−．7敝 機緑 丁．5 、
．

5．OGY3546

20 誌薇色破 」魑⊥ 5 〔〕R3 ．75R441212

21 向目葵色伺 L傑 岐 2．5Y2 ．5Y881414

22 桜 色慢 花 クー lo．ORI 亅5 ｛IRIP9728

23 牡丹酬 倒 概 1 125R1 （h〔｝RP1 呂 ll6

24 草色仲 緑 5．OGY75 （〕Y 了 788

25 ・ゴ．L り 一．ピン ク櫻 桃窒 6．25RP1 ．25k511211
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こともあれば異なることもある 。 それ らを 1つ 1つ比

較 して も大きな意味がな い の で 、こ こ で は 、色名 か

ら最 も多 くの被験者が思い 浮かべ た色 （「色名の代表

色」と仮称する）の み を比較す る こ と に する。25個の

色名の代表色 をマ ン セル 値で表すと、表 2のよ うにな

る 。

　表2 に示すよ うに、25 色名の うち 、両国で代表色

が
一
致するの は、8組であ り、それぞれ 「肌色／肉色」、

「ネール ピ ン ク ／ 指甲紅」、「ワ イ ン レ ッ ド／葡萄酒虹」、

「チ ョ コ レ
ー

ト／巧克力棕」、「空色／天薀」、「オ レン

ジ／橘橙」、「ス トロ ベ リ
ー

／草莓紅」、「向日葵色／

向日葵黄」である。同じ物体名に由来する日中1賃用色

名 の代表色が
一

致するのは 、それらの 色名が表す色

の認識が両国で 類似しているか らだと考え られる。

　その ほか、色相が同 じ色名 は 1組 （れ ん が色／ 火硅

紅 ）、明度が同 じ色名は 6組 （芥子色／ 芥黄、茶色／

茶褐、桃色／ 桃紅 、茄子紺／ 茄 皮紫 、薔薇色／ 政

瑰虹、草色／草緑 ）、彩度が同 じ色 名は 6組 （茶色／

茶褐、ア ッ ブルグ リーン ／ 箪果録、桃色／桃紅 、茄

子紺／茄皮 紫、薔薇色／ 攻瑰 紅 、草色 ／ 草緑）であ

る 。

b．色名の色領域

　色名か ら思 い浮 かべ られた全 て の色の 色立体にお

｛Value）

959

．259

　

　

　

　

　

　

5

8765432

10N

　　R　 YR 　 Y　 GY　 G　 BG 　 B　 PB　 P　 RP

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Hue＞

色領域図 ，5−8．） における凡例

網 かけ ： 日中共通の 色 頂域 旧 中両国に よる選択色分布 1

凵本 ： 目本独自の 色FAtw　L冂本人の み に よる選択 色分 布
1

中国 ： 中国独自の色領域 f，giL±d人の み に よる選状色分布

J／数字 ： 日本の 代表色 1：最頻選択色：、数字は回答 音数 、

c／数字．； 中国の代表色 鍛 頻選択色1、数字は回答者数．

図5　 「レモ ン イ エ 囗一」と「佇檬黄」の色領域

　 　 （Hue ・Value）

［一 二 ．

ける分布範囲を、その色名の 「色領域」と呼ぶ。同 じ

物体名に由来する日本と中国の色名 は、共 通 の 色領

域を有 しなが ら独 自の色 領域 を持 つ こ と、お よ び 、

色名によ っ て色領域が広 か っ た D 狭か っ た D する こ

とが、今回の 調査 で 明 らか に な っ た 。

　 25 色名の うち、色領域が狭い ことが明らかにな っ

たレモ ン イエ ロ ー
／ 杆檬黄 、お よび、色領域が広い

ことが明 らかにな っ た牡丹色／牡丹粉 紅 を例に、色

領域を示す こ と にする 。

　 図 5 と 図 6 は レモ ン イ エ ロ
ー

／ 杼檬黄の 色領域を、

図7と図8 は牡丹色／牡丹粉紅の色領域を、それぞれ

「色 相
一

明度 （Hue −Value）」と 「色相
一

彩度 （Hue −

Chroma ）」の 関 係 か ら示 して い る 。 色領域図で は 、

「日本」と 「中国」はそれ ぞれ両国の色名が持 つ 独自の

色領域を表す。両国の色名 が有する共通の色 領域は

網かけで 表示する 。 共通 の 色領域に 位置 す る 「J／数

字」は 「日本の代表色 （最頻選択色）／代表色 の回答者

数」、「C／数字」は 「中国の代 表色 〔最頻選択色）／代

表色の 回答者数」をそれ ぞれ意味す る 。

　図 5と図 6から、「レモ ン」に由来する 「レモ ンイ エ

ロ ー」と 「杼檬黄」のそれぞれ か ら両国の被験者が思

い浮か べ た色は、色相が YR とY に集中 して い る点で は

似ている こ とが分か る 。一方、明度 と彩度か らみ れ

ば、明度分布は 4 ・5 ・7 ・8 ・9、彩度分布は 3 ・

4 ・6 ・8 ・12 ・14とい うように広が っ て い る 。 図

5では、「色相がY、明度が 5」および 「色相がYR、明

度が 7 」の 2箇所が中国独自の 色領域 で あ る 。図 6 に

お い て は、中国独自の色領域は見られない が、日本

独 自の色領域は 「色相が Y、彩度 が4」の ところに現わ

れた 。両色 名の 代表色は 、いずれ も Y色相にあ る が、

マ ン セル値で表すと、「レモ ン イエ ロ ー」は5．OY　9／

（Chtoma）

420864321050

　 　 　 N　　R　　YR　　Y　　GY 　　G　　BG 　　B　　PB 　　P　　RP
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図6　 「レモ ン イ エ ロ
ー

」と 「杼檬黄」の 色領域

　　 （Hue −Chroma ）
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3 であ り 、「杼檬黄」は 2 、5Y 　8 ／ 12 で あ る 。明度も

彩 度 も異な っ て い る 。 日本 の 「レ モ ン イ エ ロー
」は 、

本来レモ ン の果皮の色を指し、かなり高彩度 の色 （マ

ン セル値が7 ．5Y 　8／「 2 ）で あ る が、代表色と して低

彩度の色が選ばれ たの は 、日本人 の 若者が レ モ ン ジ

ュ
ー

スな どの飲料の 色に影響され ているか らかも し

れない u

　図7 と図 8から、「牡丹 」に由来する 日本の 「牡丹色」

と中国の 「牡丹粉 紅」か ら思い浮 かべ られた色は、分

散して お り、相当に異な っ て いる こ とが明 らか で ある。

図7 にお い ても 図8 に お い て も 、中国独自の 色領域は

見 られ な いが 、El本独 自の色領 域 は多 く現 わ れた e

両色名の 代表色は 、色相 ・明度 ・彩度 の 三 属 性の い

ず れにおいても異な っ て いる。代表色の マ ン セル値

は 、「牡丹 色」が 125R4 ／ 14 ，「牡 丹粉鉦 」が

100RP 　8 ／ 6であ っ た 。

日 中 両国にお い て 、同 じで あ っ た り異な っ た りす る

こ と が分か る 。「レ モ ン」に 由来す る 「レモ ン イ エ ロ ー」

と 「朽檬 黄」か ら思 い浮 かべ られ た色の 色相分布が両

国で 似て い るの は 、「レモ ン 」とい うv （pの認識が両

国 で 類似 して い る か らで あ ろ う、他 方、「牡丹」に由

来する 「牡丹色」と 「牡丹粉 1」か ら 思 い 浮 か べ ら れ た

色が両国で かけ離れているのは、「牡丹」とい う匂pの
認識が両国で大い に異な っ て い るか らだ と思われる 。

日本の 「牡丹色」は、「白 ・紅 ・紫 ・黄色などの 大形の

花 が開 くボ タ ン 科 の 落葉 低木 ボタ ン （牡丹 ）の う 5 、

紫がか っ た紅色の花の ような色を言 う止 されている
8．
。

他方、中国の 「牡丹粉紅 」は、「粉紅 」が示すとお り ピ

ン ク色 を した牡丹 の 花の色を指す。さ らに、「牡丹色」

が独自の色領域を広く持 っ て い るの に対 して 、「牡丹

粉紅 」に独自の 色領域が見 られない とい うこ とは、色

名の 言語構造の 違い と多 か れ少な か れ関わ っ て い る

　 　 　 cv記 ue ）

　 　 　 9．5
　 　 　 925

　 　 　 9

　 　 　 8

　 　 　 7

　 　 　 6

　 　 　 5

　 　 　 4

　 　 　 3

　 　 　 2

　 　 　 15

　 　 　 1

　 　 　 0

　 　 　 　 　 NRYRYGYGBGBPBPRP

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔HUt’）

図7　 「牡丹色」と 「牡丹粉紅」の色領域（Hue −Value）
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図8　 「牡丹色」と 「牡丹粉紅」の色領域（Hue −Chroma ）

　上 に示した4 つ の色領域図か ら、同じ物体名に由来

する慣用色名 で も 、そ こ か ら 思 い 浮が べ られ る 色が

［二 ＝
rr

ニ ー 一 ． 二 ］ 3241

表3　色名の基準色のマ ンセル値
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の ではないかと思われる。

3 ，3．2 定め られた色

　慣用色名 の 代表的な色記号 と して定め られたマ ンセ

ル値が表す色 を
注 匚9」

、その色名の基準色 と呼ぶ。調査

に用 い た 25 色名の基 準色の マ ン セル値は、表 3に示

すとおりである。

　表 3によれば、両国で基準色 が
一

致する色名は 2組

あ り、そ れ ぞれ 「肌色／肉色」と 「オ レンジ／橘橙」で

ある 。 その ほか、色相が同 じ色名は 3組 （チ ョ コ レー

ト／ 巧克力棕、れんが色／火硅鉦 、向日葵色／ 向日

葵黄）、明度が同 じ色 名 は 6 組 （ネー
ル ピ ン ク／ 指

甲 4 、ワ イ ン レ ッ ド／ 葡萄 酒 紅 、レ モ ン イ エ ロ

ー
／ 杆檬黄、栗色／栗棕、薔薇色／ 攻瑰紅、向日葵

色／向日葵黄）、彩度が同 じ色名は 10 組 （ネ
ー

ル ピ ン

ク／指 甲虹 、ワ イ ン レ ッ ド／ 葡萄酒紅 、茶色／ 茶褐、

桃色／桃紅、柿色／柿 紅 、栗色 ／栗棕、薔薇色／ 攷

瑰紅 、桜色／ 櫻 花 紅 、草色 ／草録 、チ ェ リ
ーピン

ク／ 櫻桃紅）で ある 。

3．3 ，3 基準色と代表色の関係

　同 じ匂φに由来する慣用色名が表す色が 、代表色

のみ な らず、基準色においても 日本 と中 国で 異なる

こ とがあるとい うことは、既に表2 と表3 によ っ て 明

示され た 。 続いて、代表色と基準色の関係を見てみ

よう 。

　同 じ色名の基準色とその代表色 が
一

致す るものは、

25 色名の うち 、日本が 8 個、中国が 2個 であ っ た 。

この こ とは、「3 ．］．1 物体色表現の 言語構造」のと こ

ろ で 見た中国の慣用 色名の低い使用率が示 した こと

と符合 しているよ うに思わ れ る 。すな わち、日本の

慣用色名は適宜改訂されたため、基準色 がよ り実生

活に 密接 し て い る が、中国の慣用色名は古い た め 、

その基準 色が実生活とかけ離れて い るとい うこ とが

考え られ る。他方、日本と中国において基準色が
一

致す る の は 2色名であるが、代表色が一致するの は8

色名であ ることが明らか にな っ た 。 これは、色名 に

つ い て 定め られた日本と中国の基 準色 には相当な差

があることを示唆して いる。

　この差の原因を探る と、少な くとも2 つ 考えられる。

1つ は前述 した中国の基準色が実生活とかけ離れて い

ること、も う 1つ は 「色譜 』の 色 表 現 の 限度 で あ る 。

『中国色名綜覧』の なかの 「色譜概要」に 「本の体裁は 、

製版 ・印刷で 使用 さ れるカラ
ー ・チ ャ

ートに似て い

匚

る」などの記述があるこ とか ら、「色譜』が印刷イ ン ク

によ る 網点の かけ合わせ で 色を出したことが分か る．

印刷で表現 された 『色譜』の色から視感測色で 求め ら

れた マ ン セル値が 『中国色名綜覧』における中国色名の

「代表 的な色記号」に な っ たよう で ある 。 このよ うな

色表現 と色数値化の事情も、中国の基準色と 日本 の

基準色の 差に関係 している であろ う。また、中国の

基準色 と代表色に差があるの も こ の こ とと関連があ

るかもしれな い 。

4．おわりに

　本論文で は、同じ物体名に 由来す る Eヨ本と中国の

慣用色名 （各 25 個）に つ い て 、それ らの 使用率 ・
言語

構造 ・認知度 ・伝達能力 などを中心 に考察 した 。 そ

の結果、下に述 べ る こ とが明らかにな っ た 。

）

）

12（

（

（3 ）

（4）

日本 に 比べ 、中国 の 慣用色名は使用率が低い 。

日本の 慣用色名は 「物体名＋ 色」または「物体

名＋ 基 本色 彩語」の形で 記述 され て いる が 、

中国の慣用色名はほ とん どが 「物 体名 ＋ 基本

色名」とい う言語構造 を持 つ 。

全体的に 見 ると、中国の慣用色名は認知度の

高いもの がやや多い。しか し、日本の生活 や

文化を特徴づけるよ うなも の （言い換えれば、

中国 の 生活や文化を特黴 づ け な い も の ）に 由

来する慣用色名の場合は、中国での認知度 が

低 い。

基準色と代表色が一
致 する慣 用 色名の数は Eヨ

本のほうがよ り多い 。

　こ の 4点を総合して考えると、次 の ように結論づけ

ることができよう。

a ．慣用色名の認知度や伝達能力 に影響す る根本的な

　要因 は 色名が由来す るも の の 認識にほかな らない。

　認識の様態によ っ て 、色名はよく知られ て色を効

　果 的に伝達で き る場合もあれば、あ ま り知 られず

　色を効果的に伝達 で きな い場合もある 。

b．慣用色名は 、文化に依存するため、異文化 コ ミ ュ

　 ニ ケーシ ョ ン においては色の情報を正確に伝達で

　ぎな い こ とがある 。 したが っ て 、憤用色名が 実際

　 に表す色を文化こ と に把握 し、資料 と して 広める

　 こ とが重要である 。

C ．日本の慣用色 名は実用性と伝達能力が高 い が、中

　国の慣用色名は策定が古く現在の使用状 況と乖離
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して い る 。 中 国の慣用色名に つ い て 、再調査 を行

い 、そのデ
ー

タを色名事典と して まとめるこ とが

でき れ ば、慣用色名による日中間の色伝達 はより

誤解少な く実現できると思わ れ る 。

注

［1］こ れ らの名詞の中には、動物
・植物 ・鉱物や自然

　 現象などの全体を表すもの もあれば、一
部を表す

　 ものもある 。 例 えば、「空色」および「土色」の 「空」

　 と 「土」は前者 の 例 、「鳩 羽色」およ び 「桜色」の

　 「鳩羽」と 「桜」は後者の例で あ る。とくに 「桜色」の

　 「桜」は 「桜の花」を換喩的 に表現 している点にお

　 い て 興味深 い。

［2］『中国色名線覧』に収録された中国色名は、「色譜工

　　によ っ て お り、同 じく625 個で あ る 。

［3］参 照 点 に よ る 認 知 プ ロ セ ス に つ い て は 、

　 Langacker （］993 ）を参照されたい 。

［4］慣用色名を表すの に使われた物体名は、日中両国

　 で同 じもの が56 個あ っ た。ただ し、同 じ物体名

　 に由来する色 名が複数あ っ ても 1回と数えた 。 同

　　じ物体名に由来 する色名が複数ある場合、次のよ

　 うに調査に 用 い る色名と物体名を決めた。

　　a ．両国で色が近い色名を使用する 。 例えば、「り

　　　ん ご 」に由来 する色名は、日本が 「ア ッ プル グ

　　　リ
ーン」］つ しかない の に対 して 、中国は 「葦

　　　果緑 」と 「苹果紅 」の 2 つ が あ る が 、「ア ッ プル

　　　グ リ
ー

ン 」の色 に近 いほ うで ある 「革 果録 」を

　　　用 い た 。

　　b，同 じ国 で も 同 じ物体名 に 由来す る 、しかも マ

　　　ン セル値 が同 じ色名が複数ある場合、日常生

　　　活によく使われると思われるほうを使用 した。

　　　例えば、「草」に 由来す る 日本語色名に は、マ

　　　ン セル値が同 じで ある 「草色」と「グラスグリ
ー

　　　ン」があるが、「草色」を用い る こ とに した。ま

　　　た、物体名の調査には、「グラ ス」ではなく「草」

　　　を使用 した 。

［5］本研究 に 用 い た 25 個の 物体名 の うち 、20 個 は 名

　 取 ・近江の 「熟知対象物」と重な っ たが 、そ の他

　 は筆者らの判断によるもの で ある。（ただ し、実

　 際に調査を行 っ た と こ ろ 、日本 で は 「ス レ
ー

ト」を

　 知 っ て い る被験者が少な く、中国では 「芥末」（芥

　 子）があまり知られ て い な い こ とが分か っ た。）

［6］基本色名 は、日本の場合、「物体色の 色名」（JIS

　 Z8 ］022001 ）に規 定されて いるもので ある 、

　 中国 の 場 合は、中華人民 共和国国 家標準 GB ／ T

　 15608 − 1995 「中国 顔色体系 」にお いて規定

　 されている 「基本色」を指す 。

［7］基本色名 に近 い色彩語彙は、こ こ では主に中国語

　 の 「青」を指す。現 代中国語で は 、「青」は 「緑 」、

　 「青」、「黒」などの色 を表すことができる 。

［8］基本色彩語 は、Berlin＆ Kay （1969 ）で挙げられ

　 た ］1の basic　color 　terms （whitel 　 black，　 red ，

　 yellowl　green，　blue．　brown．　purple，　pink，　orange ，

　 grey）に対応するカタカナ語を指す。

［9］色名の代表的な色記号と して示された マ ンセル値

　 は 、日本の 場合、「物体色の色 名」（JIS　Z8 ］02 ：

　 2001 ）に、中国 の 場合、「中国色名綜覧』に、そ

　 れぞれ従 っ た 。
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